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会
館
小
ホ
ー
ル
で
森
山
ま
り

子
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ

た
。
主
催
は
「
自
然
派
マ
マ

た
ち
の
座
談
会
」、
案
内
の
チ

ラ
シ
を
見
た
時
は
、
主
催
と

演
題
か
ら
し
て
、
子
供
向
け

の
話
し
位
に
思
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
、
予
想
に
反
し

て
、
現
在
、
日
本
の
森
林
が

直
面
し
て
い
る
問
題
と
、
そ

こ
に
住
む
野
生
動
物
、
日
本

の
森
や
森
林
に
対
す
る
私
達

の
姿
勢
や
対
応
を
鋭
く
問
う

内
容
で
あ
っ
た
。 

 

森
山
ま
り
子
さ
ん
は
兵
庫

県
の
中
学
校
理
科
教
師
を
や

っ
て
い
た
。
現
在
、
森
林
保

全
と
絶
滅
危
惧
野
生
生
物
の

保
存
に
向
け
全
国
を
飛
び
回

っ
て
い
る
人
で
あ
る
。
発
端 

 

主
張 

去
る
、
十
二
月

八
日
、

三
島
文
化

は
九
二
年
、
一
人
の
女
生
徒

が
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

を
伝
え
る
新
聞
記
事
を
持
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
記
事
の
写
真
は
、
痩
せ

て
ガ
リ
ガ
リ
の
熊
が
射
殺
さ

れ
て
、
ハ
ン
タ
ー
に
持
ち
上 

     

げ
ら
れ
た
も
の
。
授
業
で
、

何
故
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
た
の
か
を
調
べ
た
結
果
、

今
、
日
本
の
奥
山
や
森
林
が

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
に
気
づ
い
た
と
い
う
。 

 

日
本
の
奥
山
の
広
大
な
部

分
が
、
戦
後
の
拡
大
造
林
と

い
う
国
策
に
よ
り
、
針
葉
樹 

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

永
久
凍
土
が
溶
け
出
す
原
因

は
、
日
本
の
木
材
輸
入
で
、

大
規
模
な
森
林
伐
採
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
の
こ

と
。 

 

人
類
が
対
策
を
キ
チ
ン
と

始
め
た
場
合
で
も
、
二
十
一

世
紀
末
に
は
平
均
気
温
は

二
・
四
度
上
昇
し
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
は
砂
漠
化
し
、
農
業

は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る

と
い
う
。
そ
ん
な
予
測
も
出

て
い
る
。 

 

問
題
は
、
事
態
が
ど
こ
ま

で
な
ら
間
に
合
う
か
と
い
う

こ
と
で
、「
既
に
そ
の
タ
ー 

 

     

 

か
つ
て
「
二
十
一
世
紀
」
は
、
バ
ラ
色
の
未
来
を
象
徴
す
る
枕
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
十

一
世
紀
が
開
け
て
、
今
年
は
早
八
年
目
を
迎
え
た
。
二
十
一
世
紀
が
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
か
、

今
は
ま
だ
、
は
っ
き
り
し
た
も
の
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
幕
開
け
は
九
・
一
一
事
件
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
「
テ
ロ
と
の
戦
争
」
で
あ
り
、
ま
た
急
速
に

忍
び
寄
る
地
球
温
暖
化
と
そ
の
弊
害
、
資
源
の
枯
渇
問
題
で
、
更
に
、
だ
か
ら
「
原
発
」
だ
と

言
う
電
力
会
社
の
宣
伝
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
く
の
論
外
の
話
だ
。
二
十
一
世
紀
は
、
か
つ

て
考
え
ら
れ
て
い
た
バ
ラ
色
の
未
来
と
は
裏
腹
に
、
人
類
の
滅
亡
、
地
球
の
破
滅
を
も
予
感
さ

せ
る
世
紀
で
あ
る
と
い
え
る
。 

の
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
だ
け
の
人

工
林
に
変
え
ら
れ
た
。
「
奥

山
」
の
自
然
林
は
、
国
土
総

合
開
発
計
画
や
拡
大
造
林
政

策
、
道
路
、
ス
キ
ー
場
建
設

な
ど
に
よ
り
荒
廃
し
た
。
人

工
林
に
な
る
前
の
森
は
、
ブ

ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉 

     

樹
を
ベ
ー
ス
と
す
る
自
然
林

で
、
下
草
が
生
い
茂
り
、
花

や
実
が
豊
富
で
、
虫
が
集
ま

り
、
餌
が
沢
山
あ
る
、
野
生

鳥
獣
た
ち
の
宝
庫
だ
っ
た
。

広
葉
樹
林
は
下
草
が
生
い
茂

り
、
根
が
張
り
、
保
水
力
に

富
む
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、

針
葉
樹
林
は
、
太
陽
光
が
根 

元
に
届
か
ず
、
下
草
が
生
え

難
く
、
根
が
浅
く
、
保
水
力

が
弱
い
。
従
っ
て
豪
雨
に
流

さ
れ
や
す
い
。
自
然
林
が
減

少
す
る
一
方
、
野
生
動
物
た

ち
は
、
す
み
か
と
餌
場
を
失

っ
た
。
加
え
て
温
暖
化
の
影

響
か
ら
か
、
え
さ
や
木
の
実 

     

が
激
減
、
空
腹
に
耐
え
か
ね

た
動
物
た
ち
は
、
生
き
る
た

め
に
人
里
に
出
て
き
て
農
作

物
を
あ
さ
る
よ
う
に
な
り
、

有
害
獣
と
し
て
駆
除
さ
れ
続

け
て
い
る
。
地
元
の
人
た
ち

も
ま
た
、
増
え
る
獣
害
に
悲

鳴
を
上
げ
て
い
る
。
地
元
民

は
「
動
物
が
増
え
す
ぎ
て
、 

人
里
に
出
て
く
る
」
と
勘
違

い
し
て
い
る
と
い
う
。 

森
山
先
生
は
、
生
徒
達
に

突
き
動
か
さ
れ
、
生
徒
と
一

緒
に
、
絶
滅
寸
前
の
兵
庫
県

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
保
護
に
立

ち
上
が
っ
た
。
九
七
年
、
日

本
熊
森
協
会
を
結
成
、
森
林

の
保
全
や
野
生
動
物
の
保
護

活
動
に
尽
力
。
二
〇
〇
三
年
、

教
師
を
辞
め
、
活
動
に
専
念
、

講
演
で
全
国
を
駆
け
回
る
。 

 

我
々
の
身
近
に
も
森
が
荒

れ
、
山
の
保
水
力
が
無
く
な

り
、
豪
雨
で
山
崩
れ
、
土
砂

の
流
失
等
の
話
し
は
良
く
聞

く
。
奥
山
の
自
然
の
森
を
守

り
、
全
て
の
野
生
生
物
が
生

き
残
れ
る
自
然
環
境
を
、
子

や
孫
の
代
ま
で
残
さ
な
け
れ

ば
、
人
間
の
未
来
は
無
い
。 

 

去
る
十
二
月
十
三
日
、
地

権
者
を
は
じ
め
、
静
岡
空
港

に
反
対
す
る
八
団
体
の
代
表

は
、
国
土
交
通
省
に
要
請
行

動
を
行
っ
た
。
こ
の
要
請
は

〇
九
年
三
月
開
港
予
定
の
中

で
、
空
港
建
設
に
お
け
る
重

大
な
瑕
疵
が
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
質
す
目
的
で
行
わ

れ
た
。 

 

そ
れ
は
滑
走
路
西
側
制
限

表
面
の
地
権
者
、
大
井
さ
ん

の
土
地
収
用
に
つ
い
て
の
デ

タ
ラ
メ
な
測
量
に
関
わ
る
問

題
だ
。
静
岡
県
は
土
地
収
用

を
急
ぐ
余
り
、
そ
の
境
界
線

確
定
を
航
空
測
量
だ
け
で
済

ま
せ
、
大
井
さ
ん
の
土
地
の

一
部
は
強
制
収
用
さ
れ
工
事

が
進
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

離
着
陸
に
支
障
を
来
し
、
本

来
、
収
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
土
地
や
立
木
が
未
収
用 

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。 

航
空
法
で
は
滑
走
路
両
端
の

一
定
範
囲
の
物
件
は
離
着
陸

に
支
障
を
来
す
た
め
取
り
除

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
空
港
が
完

成
し
て
も
供
用
開
始
は
出
来

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

今
更
、
ゼ
ロ
か
ら
再
度
強

制
収
用
手
続
き
を
行
え
ば
少

な
く
と
も
二
年
近
く
は
掛
か

る
た
め
、
と
て
も
開
港
ま
で

に
は
間
に
合
わ
な
い
。
一
昨

年
の
収
用
委
員
会
公
聴
会
で

も
、
こ
の
境
界
線
の
問
題
を

質
し
た
が
、
ま
と
も
に
答
え

も
せ
ず
、
早
々
に
終
結
し
た
。 

そ
れ
が
こ
こ
に
来
て
静
岡
県

の
デ
タ
ラ
メ
な
や
り
方
が
ま

た
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
県
は
こ
の
問
題
に
対
し

て
、
沈
黙
を
決
め
込
ん
だ
ま

ま
、
黙
し
て
語
ら
な
い
。 

 

地
球
環
境
、
と
り
わ
け
温

暖
化
問
題
は
、
今
日
、
国
際

的
に
大
き
な
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
き
た
。
人
間
活
動
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

と
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
は

一
九
七
〇
年
代
末
頃
、
一
部

の
科
学
者
か
ら
、
オ
ゾ
ン
ホ

ー
ル
の
拡
大
、
世
界
的
な
気

象
変
動
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
た
が
、
懐
疑
的
見
方

を
す
る
も
の
も
多
く
い
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
二
十
一

世
紀
に
入
り
ま
す
ま
す
疑
う

余
地
の
無
い
も
の
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
。
〇
七
年
二
月

の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
＝
国

際
的
な
専
門
家
で
つ
く
る
、

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
科

学
的
な
研
究
の
収
集
、
整
理

の
た
め
の
政
府
間
機
構
）
の

第
四
次
報
告
で
は
、
そ
の
よ

う
に
断
言
し
て
い
る
。 

夏
場
の
異
常
な
暑
さ
と
暖

冬
、
地
球
規
模
で
の
局
地
的

な
大
洪
水
、
台
風
の
巨
大
化
、

極
地
の
氷
雪
や
氷
河
の
溶
解

速
度
の
急
速
な
増
加
、
太
平 

＜年頭に ひとこと＞            

地球温暖化と差迫る環境危機 
――２１世紀はどんな時代になるか、私たちの未来はどうなるー― 

       

っ
た
。
そ
の
後
、
タ
リ
バ
ー
ン
政

権
は
追
い
や
ら
れ
、米
の
後
押
し

で
カ
ル
ザ
イ
政
権
が
発
足
し
た
。

し
か
し
、
未
だ
平
和
は
訪
れ
ず
、

国
内
の
混
乱
は
続
い
て
い
る
。 

▼
こ
れ
ま
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
ソ
連
、米
な
ど
の
大
国
に
翻
弄

さ
れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
一
方

で
、地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ

れ
る
大
旱
魃
に
襲
わ
れ
、農
地
は

壊
滅
、
疫
病
が
蔓
延
し
、
悲
劇
に

次
ぐ
悲
劇
が
、
今
も
、
ア
フ
ガ
ン

国
民
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。

▼
そ
の
ア
フ
ガ
ン
の
辺
境
の
地

で
、
日
本
人
、
中
村
哲
医
師
が
医

療
活
動
、
井
戸
掘
り
、
用
水
路
工

事
で
苦
闘
し
て
い
る
。中
村
医
師

は
八
四
年
以
来
、ア
フ
ガ
ン
と
パ

キ
ス
タ
ン
国
境
の
州
都
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
で
、貧
困
層
向
け
の
医
療

活
動
に
従
事
し
、す
で
に
二
四
年

に
も
な
る
。 

▼
八
六
年
に
、
内
戦
に
よ
る
ア
フ

ガ
ン
難
民
の
た
め
の
医
療
チ
ー

ム
を
設
立
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
無

医
村
地
区
で
の
医
療
活
動
を
継

続
し
、各
地
に
無
料
診
療
所
を
開

設
し
た
。
そ
の
活
動
中
、
二
〇
〇

〇
年
、地
球
環
境
の
激
変
の
兆
し

と
し
て
、中
央
ア
ジ
ア
で
の
大
旱

魃
に
遭
遇
。飢
饉
に
よ
る
栄
養
失

調
、
飲
料
水
の
欠
乏
、
コ
レ
ラ
・

赤
痢
が
大
流
行
、幼
い
命
が
次
々

と
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。 

▼
以
降
、
医
療
活
動
と
と
も
に
、

井
戸
掘
り
、
飲
み
水
の
確
保
、
農

業
で
の
自
立
の
た
め
に
大
規
模

な
灌
漑
事
業
に
着
手
し
、今
も
そ

の
苦
闘
が
続
く
。こ
れ
ま
で
掘
っ

た
井
戸
の
数
は
一
五
〇
〇
ケ
所

を
超
え
、用
水
路
工
事
は
十
三
㌔

を
完
了
し
た
。
現
在
、
第
二
期

六
・
八
㌔
の
工
事
に
入
り
、
遅
く

と
も
二
年
以
内
に
完
了
す
る
と

の
こ
と
。こ
れ
等
の
活
動
を
日
本

国
内
外
一
万
数
千
人
の
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
員
の
会
費
と
寄
付
で

賄
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
、
ア
フ

ガ
ン
援
助
の
本
当
の
姿
だ
。 

▼
そ
れ
な
の
に
日
本
政
府
は
米

の
提
灯
持
ち
よ
ろ
し
く「
イ
ン
ド

洋
で
の
無
料
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
」を
再
び
開
業
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
何
と
愚
か
な
こ
と
だ
。 

▼
九
・
一
一
同
時
多
発

テ
ロ
の
後
、
米
英
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
爆

撃
と
侵
攻
を
開
始
し

た
。
理
由
は
タ
リ
バ
ー

ン
政
府
が
テ
ロ
を
か
く

ま
っ
た
と
い
う
容
疑
だ
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「
ク
マ
と
も
り
と
ひ
と
」
講
演
を
聞
い
て 

森
が
荒
れ
て
、
野
生
動
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
！ 

 

こ
れ
で
空
港
は
開
港
で
き
る
の
か
？ 

静
岡
空
港
西
側
制
限
域
に
障
害
物 

 

二
十
世
紀
は
石
油
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
中
心
と
し
た
機
械
文

明
が
爆
発
的
に
発
達
し
た
時

代
で
あ
っ
た
。
戦
争
が
工
業

化
へ
の
拍
車
を
か
け
、
一
九

〇
〇
年
代
以
降
、
大
量
生
産
、

大
量
消
費
の
産
業
・
経
済
シ

ス
テ
ム
が
発
明
さ
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
、
そ

れ
ら
は
よ
り
大
規
模
に
発
展

し
、
石
油
・
機
械
文
明
は
全

世
界
に
波
及
し
た
。
そ
し
て
、

二
酸
化
炭
素
や
産
業
廃
棄
物

が
自
然
環
境
に
大
量
に
放
出

さ
れ
た
。
一
方
で
石
油
や
鉱

物
資
源
は
ほ
と
ん
ど
掘
り
つ

く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

二
十
世
紀
半
ば
ま
で
、
人

類
は
人
間
活
動
に
よ
る
環
境

破
壊
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
関

心
を
払
っ
て
来
な
か
っ
た
。 

 

国
交
省
役
人
も
始
め
て
聞

か
さ
れ
た
話
か
、
返
答
に
窮

し
て
い
た
。
二
千
五
百
メ
ー

ト
ル
滑
走
路
を
供
用
開
始
す

る
た
め
に
は
、
私
的
所
有
権

の
あ
る
障
害
物
件
は
撤
去
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
権

者
の
大
井
さ
ん
が
拒
め
ば
ど

う
す
る
の
か
？
県
と
し
て
残

る
手
段
は
、
夜
陰
に
ま
ぎ
れ

て
他
人
の
財
産
で
あ
る
立
木

を
切
り
倒
す
の
か
、
二
千
五

百
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
を
切
り

縮
め
て
使
う
の
か
？ 

こ
の
問
題
以
外
に
も
、
県

は
、
当
初
の
需
要
見
込
み
を

百
六
万
人
と
し
て
認
可
を
受

け
工
事
を
進
め
た
が
、
こ
こ

に
来
て
実
質
四
〇
万
人
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
事

業
認
定
は
、
最
大
需
要
路
線

は
五
〇
万
人
以
上
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
不
可
能
。

事
業
認
定
し
た
国
交
省
は
そ

の
責
任
を
ど
う
取
る
の
か
？ 

こ
こ
で
も
役
人
の
無
責
任
体

質
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

洋
諸
島
で
の
海
水
面
の
上

昇
、
西
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

地
域
で
の
砂
漠
化
の
拡
大
、

ど
れ
を
取
っ
て
も
温
暖
化
の

疑
い
は
ジ
リ
ジ
リ
と
拡
大
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
影

響
は
、
今
、
貧
し
い
国
々
が

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
る

か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
。 

 

何
の
対
策
も
取
ら
ず
こ
の

ま
ま
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

が
続
け
ば
、
二
十
一
世
紀
末

に
は
、
世
界
の
平
均
気
温
は

六
・
四
度
上
昇
し
、
海
底
の

大
陸
棚
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
メ
タ
ン
・
ハ
イ
ド
レ
ー

ド
と
い
う
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

の
メ
タ
ン
が
大
気
中
に
噴
出

す
る
。
メ
タ
ン
は
二
酸
化
炭

素
の
二
十
倍
の
温
室
効
果
が

あ
る
た
め
、
温
暖
化
は
更
に

悪
循
環
に
陥
り
、
破
滅
的
な

気
温
上
昇
と
な
っ
て
現
れ
、

全
て
の
生
物
が
絶
滅
す
る
可

能
性
が
高
い
と
い
う
。
（
参

考
、
田
中
優
著
：
地
球
温
暖

化
／
人
類
滅
亡
の
シ
ナ
リ
オ

は
回
避
で
き
る
か
〔
扶
桑

社
〕） 

 

シ
ベ
リ
ヤ
の
永
久
凍
土
が

溶
け
出
し
て
出
来
た
湖
か

ら
、
メ
タ
ン
ガ
ス
が
発
生
し
、

悪
循
環
に
陥
る
危
険
性
が
あ 

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
超
え

た
」
と
い
う
説
も
あ
る
。
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
超
え

て
し
ま
え
ば
、
人
類
が
ど
ん

な
応
急
対
策
を
と
っ
て
も
、

取
り
返
し
が
つ
か
ず
、
雪
ダ

ル
マ
が
坂
道
を
転
げ
る
よ
う

に
、
温
暖
化
の
悪
循
環
が
始

ま
る
と
い
う
。 

 

一
方
、
科
学
者
の
中
に
は

槌
田
敦
氏
の
よ
う
に
、
地
球

温
暖
化
人
為
説
に
反
対
す
る

者
も
、
尚
、
多
数
見
ら
れ
る
。 

 

更
に
、
だ
か
ら
「
原
発
が

必
要
だ
」
と
電
力
会
社
は
言

う
が
、
そ
れ
ら
は
全
く
論
外

で
、
単
な
る
宣
伝
だ
。 

気象庁 
ホーム 
ページ 
より引用 

出典：IPCC第 
3次評価報告書 


